
令和２年度加曽利貝塚調査研究事業報告

事 業 実 績 等

加曽利貝塚
発掘調査

発掘調査（16次）

　調査期間　令和２年10月１日～11月28日
　調査面積　南貝塚（860㎡）、東傾斜面南部(36㎡)
　　　　　　　　総面積は896㎡
　調査地点　南貝塚中央部、東傾斜面南部（新規調査範囲）

地中レーダー探査

中長期的な発掘調査計画を策定するための基礎データの収集を
目的に早稲田大学考古学研究室に委託して実施した。
　調査期間　令和２年８月３日～令和２年８月１３日
　調査地点　北貝塚（東側K９・K10・L9・L10グリッド、西側I9グリッ
ド）、南北貝塚接合部（I10・J10グリッド）、南貝塚（I11～13・J11～13
グリッド）

現地見学会
発掘調査現場を公開し、調査担当職員による説明を行った。
　開催日　令和２年１１月２８日
　参加者　300名参加（事前申込制）

千葉市遺跡発表会
での成果速報

加曽利貝塚の発掘調査について報告した。
　開 催 日　令和３年２月２７日
　開催場所 千葉市生涯学習センター
　参 加 者　95名参加（事前申込制）

発掘資料の
整理・調査・
研究

平成29～令和元年度の加曽利貝塚14次発掘調査の整理作業を
行った。
　実施期間　令和２年４月～令和３年３月
　実施内容　遺物拓本・実測、遺構図作成

令和２年度の加曽利貝塚16次発掘調査の基礎整理作業を行い、
成果の一部を遺跡発表会で報告するとともに、加曽利貝塚博物館
での速報展示に展示する資料の抽出を行った。
　実施期間　令和３年１月～２月
　実施内容　遺物水洗・注記・分類、遺構全体図作成

貝塚関連資料
整理・調査・研究

市内遺跡出土動植物遺体・貝サンプル分析・研究、県内貝塚調
査・分析、市内主要貝塚資料整理、県内貝塚資料・情報収集、加
曽利貝塚関連資料収集、貝塚関連寄贈資料の調査等を行った。

縄文土器の製作技術
に関する調査研究

令和元年度から引き続き、縄文土器製作技術研究員による加曽利
貝塚出土土器の観察を行い、土器製作技術の分析研究を進め
た。

加曽利貝塚調査研究部会

第１回　開 催 日　令和３年３月８日
　　　　 開催場所　千葉市教育委員会 第二会議室（zoomにて開
催）
　　　　 参加委員　高橋部会長・谷口副部会長・設楽委員
　　　　 議　　題　　令和３年度以降の発掘調査計画について
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縄文文化
調査研究

研究紀要刊行

『貝塚博物館紀要』第４７号　　令和３年３月下旬刊行（６２０部）
≪掲載内容≫
菅谷通保　加曽利貝塚B地点の位置と1922年の測量について
　　　　　　　-付　測量と調査に関する誤った記述について-
加納　実   【研究ノート】餅ヶ崎遺跡における北白川C式系土器
　　　　　　　出土の背景-（1）近畿・東海地方中期末～後期前半に
　　　　　　　おける石器組成-
小澤政彦　千葉市内出土の堀之内２式土器の集成研究
館　祐樹   加曽利E式土器資料集成研究③-北西部地域を対象
　　　　　　　に-

加曽利Ｅ式土器
の集成

加曽利Ｅ式土器の集成と研究を博物館の研究テーマとして位置付
け、今年度は北西部地域出土の加曽利Ｅ式土器の集成を行った。
その成果に基づき、企画展「あれもＥ これもE －加曽利E式土器
（北西部地域編）－」を開催した。
　展示期間　令和２年１１月１４日～令和３年２月２８日

その他（展示）
加曽利貝塚発掘調査
成果の速報展示

令和元年度調査成果の速報展示
「特別史跡加曽利貝塚発掘速報展」
　開催期間　令和２年５月２６日～６月２８日
※当初は令和２年３月１４日～５月２６日の予定だったが、緊急事
態宣言発令のため期間を変更した。
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